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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、近代日本画とりわけ大正期の京都画壇を代表する日本画家の土田麦僊
（1887-1936）がいかにして西洋美術の思想や技法を受容し、「新しい日本画」制作に活か
していったのかについて考察したものである。具体的には、「国画創作協会（以下、国展と
する）における麦僊」「欧州遊学」「イタリア美術の受容」という三つの観点より考証を行
った。土田麦僊に関する研究は、人物画の大作を中心としてすすめられ、研究視点は、西
洋画からの影響と東洋画の伝統をいかに調和させたのかに主眼が置かれてきた。先行研究
の問題点として、麦僊が主導した芸術運動である国画創作協会との関係は、従来あまり取
り上げられておらず、なお検討の余地を残しているように思われる。また、西洋美術受容
に関してフランス近代絵画との関係が重視され、イタリア美術との関係が一部指摘されな
がら、具体的な分析が行われなかったことも、近代日本における西洋美術受容の総体的な
理解において残された課題である。そのため、本論文では、麦僊と国画創作協会との関係
を主軸に、従来研究で重視されなかったイタリア美術受容に注目して西洋美術の受容と変
容の様相について検討を行った。  
第一章「《海女》におけるゴーギャン受容」では、本論文において考察を重ねた麦僊芸
術の特徴である「象徴性」についてその発端を探るため、1913 年（大正 2）に麦僊が制作
した《海女》におけるゴーギャンの受容について論じた。麦僊は歌麿《鮑取り》や法隆寺
金堂壁画の飛天図などを念頭に置いて、海女のモティーフによって「真実の人間性」と天
女の神秘を示そうとしたことを指摘した。  
第二章「国画創作協会前期における「象徴性」」では、「象徴性」が発展した、国画創作
協会前期の活動に着目して、国展の精神と麦僊の芸術観との結びつき、国展出品作品にお
ける「象徴性」という問題について論じた。「象徴性」という特徴が、宗教的心情と結びつ
き、キリスト教美術の宝庫であるイタリア美術への憧憬となり、それは仏教美術への憧憬
と複雑に絡み合いながら表出したことを解明した。  
第三章「欧州遊学をめぐって」では、麦僊の欧州遊学について、美術館や画廊、教会で、
初めて実見した西洋美術、とりわけ、イタリア初期ルネサンス絵画やポンペイの壁画を、
麦僊はどのように見て、その体験をいかに摂取していったのか。麦僊の特徴である「象徴
性」はどのように変化したのかについて論じた。フィレンツェ派の自然描写、フレスコ画
の具絵具のような柔らかく明るい色調は、麦僊の理想となったと考えられる。  
第四章、第五章では、こうした麦僊の遊学とイタリア美術受容について客観的に論証す
るために、『欧州芸術巡礼紀行』、吹田草牧の欧州遊学について検討した。麦僊の西洋美術
に対する見解は内容理解を軽視したともいえる色彩表現に偏った言説であり、挿画からも
特出した色彩感覚がうかがえることを明らかにした。国展画家たちが「純一な信仰」に興
味を寄せていた中世イタリア絵画は、優れた色彩表現によって、かえって西洋近代の色彩
と面といった純粋造形的な構成が与える絵画的効果に接点をもたらしたと考えられること
を指摘した。  
第六章「麦僊とイタリア・東洋」では、本論文で考察を重ねた、麦僊と国展との関係、
イタリア美術の受容について、その帰結を明らかにするため、第一に、国展解散の経緯お
よび麦僊と他会員たちとの確執について、第二に《舞妓林泉図》《大原女》におけるイタリ
ア美術の受容と変容、第三に《芥子》《朝顔》を中心に、晩年に制作した花鳥画から「東洋
回帰」という問題について論じた。《舞妓林泉図》は、イタリア・ルネサンス期の聖母子像
と藤原時代の仏画への憧憬が混然一体となった、象徴的な「老」すなわち「古今を通じて
確実な美」の表現で、自然と女性との融合を試みた作品である。これに対して、《大原女》
はフィレンツェ派の絵画を想起させる蒲公英や山吹の美しい細部描写、コレクションのセ
ザンヌ《水浴》を思わせる造形的な組み合わせによって、総合的に自然と人物との融合を
図った作品である。  
本論文では、麦僊のイタリア美術受容について検証を行い、麦僊の「象徴性」という特
徴と、常にそれと共にあった写実への欲求が、イタリア・ルネサンス絵画やポンペイの壁
画の、装飾的でありながら思想的であり、平面的でありながら写実的である表現を摂取さ
せたことが理解できた。このような麦僊とイタリア美術との関わりから、国展期の麦僊は、
自然と女性とを融合させて、「素朴でクラシック」な精神、すなわち美や愛といった普遍的
な観念の表現を試みていたことを明らかにした。イタリア美術は、大正期における宗教的
希求と結びつき、受容されたことが見出せる。第二に、フレスコ画の実見によって、フレ
スコ画は、日本画と類似する画肌でありながら、明るく鮮やかな色彩表現、デッサン（線）
による重みのある身体表現が達成されていることに気付き、造形の構成による絵画的効果
という近代的な課題を実践するヒントを得たと考えられる。第三に、フランス近代絵画、
セザンヌやゴーギャンが、南画や浮世絵の素養を基に受容されたように、イタリア美術は、
藤原時代の仏画や桃山絵画の素養を基に受容されたことを明らかにした。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近代日本画とりわけ大正期の京都画壇を代表する日本画家の土田麦僊に見ら
れる西洋美術受容について論じたものである。とりわけ、「イタリア美術の受容」に関して
の研究は、これまであまり追及されてはいないことから、豊田氏の独創的な研究の一部で
あると考えられる。従来の麦僊研究は、フランス美術受容に偏っていることから、本論の
意義は大きい。本論のひとつの柱となっている「国画創作協会前期における象徴性」につ
いての研究では、「象徴性」を発展させた国画創作協会前期の活動を詳述し、国展の精神と
麦僊の芸術観との結びつきを明らかにすると共に、国展出品作品に見られる「象徴性」に
ついて、そこには宗教的な心情が深く関わっていることを論証して、麦僊の絵画が「象徴
画」という特徴を示していることを明らかにしている。ここには、豊田氏の感性と実証的
な裏付けとがうまく絡まっており、本論文の骨格を成していると考えられる。  
 こうした麦僊の遊学と美術受容について豊田氏は、麦僊による美術作品の購入という極
めて興味深い事実を根気強く追及し、それを客観的に論証している。この部分は、本論文
に高い評価を与えてよいものである。また、これに関連して、ヨーロッパのフレスコ絵画
との関係など、麦僊芸術の本質に迫る研究が重層的に蓄積されており、博論としての重厚
さを内外に示すものだと考えられる。とりわけ、麦僊の代表作《舞妓林泉図》《大原女》に
おけるイタリア美術の受容と変容、《芥子》《朝顔》などの晩年の花鳥画から「東洋回帰」
という問題について論じる箇所などは、色彩についての説得力のある記述と相俟って、豊
田氏の研究者としての優れた資質を明らかにしている。麦僊のイタリア美術受容について
の検証は、麦僊の「象徴性」と写実への欲求が、イタリア・ルネサンス絵画やポンペイの
壁画の、装飾的でありながら思想的であり、平面的でありながら写実的である表現を摂取
させたことを論証している。  
 麦僊のイタリア美術受容は、大正期における宗教的希求と結びつき、フレスコ画の実見
によって、フレスコ画は、日本画と類似する画肌でありながら、明るく鮮やかな色彩表現、
デッサン（線）による重みのある身体表現が達成されていることを解明した。その際、イ
タリア美術は、藤原時代の仏画や桃山絵画の素養を基に受容されたことを明らかにした。  
 もう一つ、豊田氏の研究は、美術史研究が「美術作品の説明」（Ｈ .ヴェルフリン）であ
る 
という立場を鮮明にしており、丁寧な作品記述は圧巻である。その点でこの論文は、最も
正統的な美術史研究だといってよい。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
 
